
　６月９日、大野地区の子どもたちが、手作りの交通安全・
防犯看板を設置しました。
　この日設置したのは、大野公民館付近の２個所で、子ど
もたちは杭を打ったり、くくりつけたりと、一生懸命作業
を行いました。これらの看板は子どもたちによる手作りで、
そのカラフルなイラストなどは多くの人の目を引き、交通
安全・防犯意識の向上に貢献するでしょう。

人とまち　「きずな」でつなぐ　元気な平生

２－３ 国民健康保険・後期高齢者医療制度の
加入者の皆様へ

４ 般若寺所蔵「木造地蔵菩薩坐像」
町指定文化財に指定

９ 町長室の窓
10 － 11 まちの話題
16 － 17 情報伝言板
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●
こ
れ
か
ら
70
歳
に
な
ら
れ
る
人

　

手
続
き
は
不
要
で
す
。
誕
生
月
の
下
旬

（
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
誕
生
月
の
前
月
）

に
高
齢
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
な
ど
で
診
察
・
治
療
を
う
け

る
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
と
一
緒
に
高
齢
受
給
者
証
も
窓

口
に
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
更
新
に
つ
い
て

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
毎
年
8
月
1
日
に

一
斉
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
日
か
ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で
を

１
年
と
し
て
、
前
年
の
所
得
の
状
況
に
応

じ
て
一
部
負
担
金
の
割
合
を
判
定
す
る
た

め
で
す
。
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
７
月

中
旬
ご
ろ
に
お
送
り
し
ま
す
。

●
高
齢
受
給
者
の
自
己
負
担
割
合

【所得区分】現役並み所得者
　同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の
70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者がいる人。

３割負担

70
歳
に
な
ら
れ
た
翌
月
か
ら

高
齢
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

●
高
齢
受
給
者
証
と
は

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
70
歳
と
な

っ
た
日
（
誕
生
日
）
の
前
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
か
ら
74
歳
以
下
の
人
に
は
、
高
齢

受
給
者
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
に
は
、
医
療
機
関
な
ど

で
診
察
・
治
療
を
受
け
た
と
き
に
支
払
う

自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

負
担
割
合
は
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て

１
割
（
注
）
ま
た
は
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
70
歳
と
な
っ
た
日

（
誕
生
日
）
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
１
日
が
誕
生
日

の
人
に
つ
い
て
は
誕
生
日
の
月
か
ら
対
象

と
な
り
ま
す
。

（
注
）
法
律
上
の
自
己
負
担
割
合
は
２
割
で

す
が
、
国
の
措
置
に
よ
り
当
面
の
間
、
１

割
に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
の
皆
様
へ

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
限

度
額
適
用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」（
以

下 

認
定
証
）
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
自
己

負
担
が
一
定
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

人
は
、
入
院
時
の
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

●
対
象
者

①
70
歳
未
満
の
人

②
70
歳
以
上
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
人

※
保
険
税
に
滞
納
の
あ
る
人
は
、
交
付
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
有
効
期
間

　

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
毎
年
７
月
31

日
ま
で

●
新
規
申
請
に
つ
い
て

【
申
請
期
間
】
随
時
（
８
月
１
日
か
ら
の　

認
定
証
は
８
月
１
日
以
降
）

【
申
請
場
所
】
町
役
場
町
民
課

【
持
参
物
】
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証　

（
保
険
証
）、
印
章
（
認
印
）

●
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

８
月
以
降
も
引
き
続
き
認
定
証
が
必
要

な
人
は
再
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

個
別
の
ご
連
絡
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
各

自
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】
８
月
１
日
以
降

■問合せ先
【後期高齢者医療制度・国民健康保険】
　町役場町民課 保険年金班
　☎（５６）７１１３

【後期高齢者医療制度】
　山口県後期高齢者医療広域連合
　☎０８３（９２１）７１１１

国
民
健
康
保
険

【所得区分】一般、低所得Ⅰ・Ⅱ
　現役並み所得者の要件に当てはまらない人

１割負担
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保
険
料
額
決
定
通
知
書
の
送
付
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納

入
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
送
り
ま
す
。

　

納
付
方
法
や
納
期
限
は
、
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
年
金
天
引
き
」
か
ら
「
口
座
振
替
」
に

納
付
方
法
を
変
更
で
き
ま
す

　

保
険
料
の
納
め
方
が
「
年
金
天
引
き
」

の
人
も
、
申
し
出
に
よ
り
「
口
座
振
替
」

に
変
更
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
申

し
出
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
８
月
２
日

㈮
ま
で
に
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
10
月
分
か

ら
口
座
振
替
が
可
能
で
す
。

※
口
座
振
替
に
変
更
す
る
と
、
口
座
名
義

人
の
社
会
保
険
料
控
除
が
増
え
る
こ
と
に

よ
り
、
世
帯
全
体
で
見
た
と
き
に
所
得
税
・

住
民
税
が
減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
お
手
続
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
で
納
め
て
い
た
人
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
も
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
新
た
に
口
座
振
替
の
お

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

担
当
窓
口
や
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
金
融
機
関

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
に
必
要
な
書
類
】

　

預
金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
、
納
入
通

知
書
、
被
保
険
者
証

本
年
度
の
保
険
料
率

【
被
保
険
者
均
等
割
額
】
４
万
７
４
７
４
円

【
所
得
割
額
】　
９
・
45
％

※
保
険
料
の
上
限
額
は
55
万
円
で
す

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

●
平
成
24
年
中
の
世
帯
主
と
世
帯
の
被
保

険
者
の
所
得
の
合
計
に
応
じ
て
「
均
等
割

額
（
４
万
７
４
７
４
円
）」
が
次
の
と
お
り

軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
所
得
割
額
を
負
担
す
る
人
の
う
ち
、
賦

課
の
も
と
と
な
る
所
得
が
58
万
円
以
下
の

人
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
健
康
保
険
（
国
民
健
康
保
険
や
国
民
健

康
保
険
組
合
を
除
く
）
の
扶
養
に
入
っ
て

い
た
人
は
、
所
得
割
額
の
負
担
は
な
く
均

等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

世帯の所得 軽減割合
33 万円＋（35 万円×被保険者数）
以下の世帯 ２割

33 万円＋（24. ５万円×世帯主を
除いた被保険者数）以下の世帯 ５割

33 万円以下の世帯 ８. ５割
33 万円以下の世帯のうち、被保険
者全員が年金収入 80 万円以下で、
その他各種所得がない世帯

９割

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て

い
る
人
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」（
以
下 
認
定
証
）
を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
（
保

険
適
用
分
）
の
自
己
負
担
が
一
定
額
ま
で

と
な
り
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

●
対
象
者

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

●
有
効
期
間

　

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
毎
年
７
月
31

日
ま
で

●
新
規
申
請
に
つ
い
て

【
申
請
期
間
】
随
時
（
８
月
１
日
か
ら
の　

認
定
証
は
８
月
１
日
以
降
）

【
申
請
場
所
】
町
役
場
町
民
課

【
持
参
物
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保　

険
者
証
（
保
険
証
）

●
更
新
申
請
に
つ
い
て

①
平
成
25
年
8
月
以
降
の
認
定
区
分
が　

「
区
分
Ⅰ
」※
１
に
該
当
す
る
人

▼
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
自
動　

更
新
）
８
月
上
旬
に
新
し
い
認
定
証
を
送

付
し
ま
す
。

②
平
成
25
年
8
月
以
降
の
認
定
区
分
が「
区

分
Ⅱ
」※
２
に
該
当
す
る
人

▼
申
請
が
必
要
で
す
。
7
月
下
旬
に
山
口

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
「
申

請
の
お
知
ら
せ
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
期
間
】
８
月
31
日
ま
で

【
申
請
場
所
】
町
役
場
町
民
課

【
持
参
物
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）、
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る

認
定
証
、
病
院
の
領
収
書
な
ど
の
入
院
日

数
が
確
認
で
き
る
書
類
（
現
在
「
区
分
Ⅱ
」

の
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
平
成

24
年
度
の
認
定
期
間
内
の
入
院
日
数
の
合

計
が
91
日
以
上
の
場
合
）

※
１
【
区
分
Ⅰ
】
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非

課
税
お
よ
び
所
得
が
０
円
（
年
金
収
入
は
控

除
額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
）
ま
た
は
老
齢

福
祉
年
金
受
給
者

※
２
【
区
分
Ⅱ
】
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非

課
税
で
区
分
Ⅰ
以
外
の
人

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
交
付
し
て
い
る
保
険
証
（
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）
は
有
効
期
限
が

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

７
月
下
旬
に
郵
送（
簡
易
書
留
）さ
れ
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
８
月
１
日
か
ら
お
使

い
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
み
ど
り
色
）

は
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
保
険
証
は
各
自
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
（
返
却
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
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の
ズ
レ
止
め
を
目
的
と
す
る
細
工

と
思
わ
れ
る
。

　

像
表
面
は
錆さ

び

下
地
に
彩
色
を
施

し
、
肉
身
部
は
緑
、
唇
は
朱
、
衲の

う

衣え

は
表
が
群
青
、
裏
が
赤
色
で
あ

る
。
ま
た
、覆ふ

く
け
ん
え

肩
衣
は
群
青
で
、眉・

瞳
は
墨
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
構
造
、
腹
部
や
脚
部

に
刻
ま
れ
た
概
念
的
な
衣え

も
ん文
表
現

な
ど
は
平
安
時
代
の
古い

に
し
え
ざ
ま様を
示
し

て
い
る
が
、
右
肩
か
ら
正
面
に
垂

れ
下
が
る
覆
肩
衣
を
右
肘
内
側
で

一
旦
衲
衣
に
た
く
し
込
む
表
現
は

13
世
紀
か
ら
現
れ
る
こ
と
、
ま
た

左
肩
の
正
面
で
強
い
折
り
返
し
を

つ
く
る
衣
縁
の
表
現
も
、
鎌
倉
時

代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け

て
の
14
世
紀
以
降
、
と
く
に
院
派

仏
師
が
盛
ん
に
採
用
す
る
形
式
で

あ
る
こ
と
か
ら
、本
像
が
制
作
さ
れ

た
時
代
は
14
世
紀
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。（
調
査
報
告
書
か
ら
抜
粋
）

■
問
合
せ
先　
町
教
育
委
員
会

　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

　
種　
別

　
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

　
名
称
／
員
数

　
木
造
地
蔵
菩ぼ

さ
つ
ざ
ぞ
う

薩
坐
像
／
１
躯

　
主
な
特
徴

　

像
高
は
46
㎝
で
、
ヒ
ノ
キ
材
を

使
用
。
頭
体
部
は
縦
一
材
、
両
脚

部
材
は
横
一
材
か
ら
彫
成
し
、
体

幹
部
に
接
合
し
て
い
る
。
頭
体
部

お
よ
び
脚
部
と
も
内う

ち
ぐ刳

り
は
施
し

て
い
な
い
。
両
手
は
袖
口
、
指
は

第
１
指
お
よ
び
第
２
か
ら
５
指
の

根
元
で
そ
れ
ぞ
れ
接
合
し
て
い

る
。
像
底
脚
部
材
の
左
右
２
箇
所

に
斜
め
に
彫
り
込
ま
れ
た
穴
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
当
初
の
蓮れ

ん
げ華

座
と

般
若
寺
所
蔵

『
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
』

町
文
化
財
に
指
定

　

般
若
寺
所
蔵
の
『
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
』
が
、
平
生
町
文
化
財
審

議
会
の
審
議
を
経
て
、
５
月
29
日
に
平
生
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
指
定
内
容
お
よ
び
そ
の
特
徴
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

交通安全施設を整備します！
　町内の道路で交通安全上必要な場所には、ガードレ
ールやカーブミラー、停止線などの交通安全施設を道
路管理者が設置します。お住まいの地域で設置の要望
がありましたら、自治会長などを通じて町役場総務課
（地域安全班）にご相談ください。

こんなところを改善しています
大野南（淨圓寺付近）の三差路は、主道（県道）
がカーブし、橋側の細い道に気がつきにくい。

また、どちらが優先道路なのか分かりにくい。
町から道路管理者の県に改善を要望し、合流
地点における一時停止線の新設と白線の修正

が行われました。また、注意喚起のために、主道に
は減速を促す白線や反射板なども設置されています。

反射材を着用しましょう！
　辺りが暗いときは、運転者は歩行者に
気づきにくく、事故の起きる可能性が高
くなります。夕暮れ時や夜間に出歩く際
には、反射材を付けたり懐中電灯を持ち
歩くなど自分の存在を車にアピールし、
事故に遭わないように気をつけましょう。

△木造地蔵菩薩坐像（般若寺）

まちぐるみで
交通安全を ! !

■問合せ先
　町役場総務課 地域安全班　☎（５６）７１１１

看板がある場所は特に注意を！
　本町では、「スピードを上げて走る車が多くて怖い」
「小さな子どもがよく飛び出してくる」
といった地域の要望を受け、交通安全を
呼び掛けるための啓発看板などを設置し
ています。一人ひとりが交通ルールをし
っかり守り、みんなで交通安全に努めま
しょう。

路上駐車は危険です！
安全な通学路にご協力をお願いします
　歩道をまたいだ路上駐車を見かけることがあります
が、これは大変危険です。
　道路は自動車だけでなく自転車や歩行者、特に朝・
夕方は多くの児童・生徒が通学路として通行します。
歩道に車が停まっていると、自転車や歩行者は危険な
車道を通るしかなく、大きな事故が発生する可能性が
あります。
　こうした危険をなくすためにも、路上に駐車しない
ようご協力をお願いします。

要望

改善

改善前 改善後
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全
国
的
な
風
し
ん
の
流
行
が
続

い
て
お
り
、
県
内
で
の
報
告
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
妊
娠
前
半
期
の
妊
婦
が
感
染
す

る
と
、先
天
性
風
疹
症
候
群
な
ど
、

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
予
防
方
法

　

予
防
接
種
が
非
常
に
有
効
で

す
。
た
だ
し
、
妊
娠
中
の
人
は
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抗

～
妊
婦
へ
の
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
～

体
が
あ
る
（
過
去
に
風
し
ん
に
か

か
っ
た
、
予
防
接
種
を
受
け
た
）

こ
と
を
知
ら
ず
に
接
種
を
受
け
て

も
悪
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
定
期
接
種
（
無
料
）

一
期
：
１
歳
児

二
期
：
小
学
校
入
学
前
１
年
間
の

幼
児

●
任
意
接
種
（
有
料
）

　
定
期
接
種
以
外
の
も
の

※
詳
し
く
は
、
か
か
り
つ
け
医
や

小
児
科
医
の
医
療
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
妊
婦
へ
の
感
染
を
防
ご
う

　
特
に
次
の
人
で
、
風
し
ん
の
抗

体
が
つ
い
て
い
な
い
人
は
、
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

①
妊
婦
の
夫
、
子
ど
も
、
同
居
家

族②
妊
娠
適
齢
期
（
10
代
後
半
～
40

代
）
で
、
妊
娠
す
る
可
能
性
の
高

い
女
性

③
出
産
後
間
も
な
い
女
性

風
し
ん
の
流
行
が
続
い
て
い
ま
す

●申請受付期間

平成 24 年度分［平成 24 年７月～ 25 年６月］
　７月 31 日㈫まで
平成 25 年度分［平成 25 年７月～ 26 年６月］
　７月１日㈪から

●申請場所
　町役場町民課または佐賀出張所、徳山年金事務所

●手続きに必要なもの
　印章、年金手帳または本人確認のできる書類
　退職の特例を受ける場合は雇用保険受給資格者証等

■問合せ先
　徳山年金事務所　☎０８３４（３１）２１５２
　町役場町民課　保険年金班　☎（５６）７１１３

国民年金 保険料の納付に困ったときは
免除申請をご利用ください

　国民年金には経済的な理由などで保険料を納めることが
困難な場合、保険料の納付が免除・猶予となる次の制度が
あります。

  保険料免除制度
　基準となる所得に応じて保険料の全額または一部が免
除されます。

【要件】本人・配偶者・世帯主の前年所得が一定額以下の
場合　※申請する年度または前年度において退職（失業）
の事実があるときは、該当者の所得を除外する退職の特例
を受けることができます。

  若年者納付猶予制度
　免除制度が利用できない 30歳未満の若年層を対象に保
険料の納付が猶予され、後払いができるようになります。

【要件】本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合

木造住宅の耐震化を
支援します

無料耐震診断・耐震改修の一部補助
●対象建物
　昭和 56 年５月 31 日以前に着工した町内にある
１戸建てで、３階以下の木造住宅（店舗などの用途
を兼ねるものは、店舗等の用に供する部分の床面積
が延床面積の２分の１未満のもの）
●内容

【木造住宅の耐震診断】
　募集戸数：３戸
　診断費用：無料（耐震診断員を無料で派遣）

【木造住宅の耐震改修】
　募集戸数：１戸
　補助金額：改修経費の３分の２〔限度額 30 万円〕
●募集期間（第１回）
　７月１日㈪～８月 30 日㈮
※応募者多数の場合は抽選とし、募集戸数に満たな
い場合は、再度募集を行います。
※申請書は町役場建設課に備え付けています。なお、
建物の所有者に町税の滞納がないなどの要件があり
ます。詳しくは、事前にお問い合わせください。
■申込み・問合せ先
　町役場建設課　☎（５６）７１１８
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「海の事故ゼロキャンペーン」 丸山海浜パークに
サメ防護ネットを設置

　丸山海浜パークにサメ防護ネットを設置して
います。危険ですので、遊泳中はブイ（防護ネ
ット）に近づかないよう注意しましょう。

■問合せ先　町役場経済課　☎（５６）７１１７

麻里府発 馬島着 馬島発 佐合島着 佐合島発 佐賀着
9:00 9:08 9:09 9:20 9:21 9:29

■問合せ先
　熊南総合事務組合　☎（５７）０５３０

●臨時増便運行期間
　７月20日～８月20日の土・日曜日
　および８月13日・14日・15日

佐賀発 佐合島着 佐合島発 馬島着 馬島発 麻里府着
9:30 9:38 9:40 9:51 9:52 10:00

●臨時増便発着時刻

※渡船時刻表は町ホームページでご覧いただけます。

「馬島・佐合島航路」
夏季の運行時間

全国海難防止強調運動
７月 16 日火〜 31 日水
❶ライフジャケットの着用
❷連絡手段の確保（携帯電話など）
❸海のもしもは１１８番

お知らせ

今年のサマージャンボ宝くじは、億万長者がいっぱい。
【１等】３億円×26本  【前後賞各】１億円 ×52本
（各本数は発売総額780億円・26ユニットの場合）

発売期間は８月２日㈮まで
この宝くじの収益金は市町村の明るく住み
よいまちづくりに使われます。

２０００万サマーと同時発売。
【１等】 2,000万円×450本
（本数は発売総額270億円・９ユニットの場合）

※メーター口径40㎜以上や臨時用の料金、5,000㎥を
超える場合の従量料金、各メーター使用料金について
は従来どおりです。

「蔭平・日向平飲料水供給施設」をご利用の皆様へ

水道料金が
改定されます

　「蔭平・日向平飲料水供給施設」における７月使用
分からの水道料金を、次のとおり改定させていただき
ます。
　何卒、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいた
します。
※改定後の料金は、本紙４月号でお知らせしました
田布施・平生水道企業団の給水区域におけるものと同
一料金です。

メーター
口径

基本料金 １㎥当たりの
従量料金

（5,000㎥まで）水量 料金

現行 13～25㎜ 8㎥まで 1,260円 210円

改定後 13～25㎜ 8㎥まで 1,512円 241.5円

料金改定の内容【１カ月につき（消費税込）】

　改定後の料金は９月検針、10月請求分から適用
されます。

■問合せ先　町役場建設課　☎（５６）７１１８

ひらお特産品センター

　　ホームページができました
　ブログで情報を更新します。ぜひアクセスし
てみてください。
 URL  http://hiraotoku3hin.web.fc2.com/

　　イメージソングができました♪
　お店のＰＲと平生町のＰＲを兼ねて作りまし
た。覚えやすく耳になじむ曲ですよ。
　ホームページからアクセスして、ぜひ聴いて
みてください。

　　出荷者を募集しています
　町内のほ場で作った農産物などを出荷してみ
たい人は、ぜひお問い合わせください。

■問合せ先
　ひらお特産品センター　☎（５６）１

ト

０９
ク

３
サン
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　前号に引き続き、『平生町参加と協働のまちづくり条
例』を紹介します。今回は「第２章 住民の権利並びに
住民及び町の責務」です。

第２章　住民の権利並びに住民及び町の責務

住民の権利（第４条）
１　住民は、まちづくりの主役であり、まちづくり
に平等な立場で参加する権利を有します。

２　住民は、まちづくりに関する必要な情報につい
て、知る権利を有します。

３　住民は、まちづくりに関して、意見を表明し、
提案する権利を有します。

　本条では、住民のまちづくりにおける権利を規
定しました。

　第１項の「参加する権利」とは、まちづくりにおいて
は、住民の参加は不可欠なものであり、基本的な権利で
す。
　第２項の「知る権利」とは、参加と協働によるまちづ
くりを推進する上で当然の権利であり、町は住民に必要
な情報を提供していきます。
　第３項の「意見を表明し、提案する権利」とは、町の
政策等に対し、住民がまちづくりに関して自主的、主体
的に意見を表明し、提案する権利のことです。

住民の責務（第５条）
１　住民は、本条例の基本原則にのっとり、自らが
まちづくりの主役であることを認識し、自主的かつ
主体的にまちづくりに参加するよう努めます。

２　住民は、まちづくりに参加するに当たり、自ら
の発言と行動に責任を持つよう努めます。

※基本原則とは、『住民の積極的な参加』、『自助・共
助・公助の理念に基づく協働によるまちづくり』、『情
報の共有』という３つの考え方です。

一人ひとりが主役のまち“平生”
協働のまちづくり ●17

■問合せ先 町役場総務課 地域活動推進班 ☎（５６）７１１１

Thema

　本条では、住民のまちづくりにおける責務を規
定しました。

　第１項では、住民がまちづくりに積極的に参加して、
協働によるまちづくりに自主的・主体的に取り組むこと
を責務としています。
　第２項の「自らの発言と行動に責任を持つ」とは、参
加と協働によるまちづくりを推進するためには、自己決
定・自己責任の考え方が基本であるということです。

町の責務（第６条）
１　町は、公正、公平かつ効率的に業務を遂行する
ための組織体制を、住民に分かりやすく機能的なも
のにします。

２　町は、住民がいつでもまちづくりに関する提案
ができる環境をつくります。

３　町は、まちづくりに関する重要な政策及び計画
並びに条例（以下「政策等」という。）の立案、実
施及び評価のそれぞれの過程において、住民に対し
分かりやすく情報を提供します。

４　町の職員は、住民がまちづくりの主役であるこ
とを常に認識し、全体の奉仕者として、公正、公平
かつ誠実に職務を遂行します。

　本条では、町及び町職員の責務を規定しました。
　第１項では、町（組織）は住民にとって分かり

やすく機能的でなくてはならないということです。
　第２項では、町は住民の意思をまちづくりに反映させ
ることを規定しています。
　第３項では、町は住民に対し分かりやすく、まちづく
りの情報を提供することを規定しています。また、「分
かりやすく情報を提供します」とは、住民の視点に立っ
て資料を作成し、情報を提供することです。
　第４項では、町職員は、住民がまちづくりの主役であ
ることを常に認識し、全体の奉仕者として、その職務を
遂行するに当たっては、この条例を誠実に守って職務を
行うことを規定しました。

“協働のまちづくり元年”
「平生町参加と協働のまちづくり条例」が
スタートしました !!（その３）

解説

解説

解説

  

作
品
募
集

火
災
予
防
作
品
（
防
火
標
語
）

●
応
募
資
格

　
柳
井
市
、
平
生
町
、
上
関
町
、
周
防
大

島
町
に
居
住
す
る
65
才
以
上
の
人

●
テ
ー
マ

①
住
宅
防
火（
特
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
）

に
関
す
る
も
の

②
放
火
火
災
防
止
に
関
す
る
も
の

③
火
災
が
起
こ
っ
た
際
、
火
が
つ
き
に
く

く
、
燃
え
広
が
ら
な
い
防
炎
エ
プ
ロ
ン
の

普
及
に
関
す
る
も
の

④
そ
の
他
火
災
予
防
（
山
火
事
予
防
を
除

く
）
に
関
す
る
も
の

●
募
集
期
間　
８
月
１
日
㈭
～
11
月
15
日

㈮
（
期
間
内
消
印
有
効
）

●
応
募
方
法　
は
が
き
に
作
品
（
標
語
）、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

［
〒742-0031 

柳
井
市
南
町
５
丁
目
４

番
１
号
］

　
☎
（
２
３
）
７
７
７
４

家
族
や
地
域
の
大
切
さ
に
関
す

る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

●
募
集
内
容　
写
真
、
手
紙
・
メ
ー
ル

●
募
集
区
分　

①
小
学
生
の
部　

②
中
・

高
校
生
の
部　
③
一
般
の
部

●
募
集
期
限　
９
月
９
日
㈪

※
募
集
テ
ー
マ
や
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
8.cao.go.jp/shoushi/

kazoku/index.htm
l
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近
年
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
時
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
と
か
、
自
助
・
共

助
・
公
助
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、「
平

生
町
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
も
の
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
方
に
も
、
自
助
・
共

助
・
公
助
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

　

教
育
で
考
え
て
み
る
と
、

自
助
は
家
庭
教
育
、
共
助
が

地
域
の
支
援
・
協
力
、
公
助

が
学
校
教
育
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。「
お
ぎ
ゃ
あ
ー
」
と

生
ま
れ
て
、
学
校
教
育
を
終

え
る
ま
で
の
十
数
年
間
、
そ

こ
に
は
家
庭
、
地
域
、
学
校

の
教
育
と
い
う
も
の
が
有
形

無
形
に
存
在
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
小
学
校
入
学
ま
で
は
、
幼

稚
園
、
保
育
園
は
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
家
庭
教
育
で
す
。

そ
の
後
、就
学
児
と
な
っ
て
、

小
学
校
、
中
学
校
の
義
務
教

育
、
さ
ら
に
上
の
学
校
を
目

指
す
人
も
い
ま
す
が
、
そ
の

過
程
に
は
、
知
識
を
吸
収
す

る
教
育
だ
け
で
な
く
、
た
く

さ
ん
の
人
や
環
境
の
中
で
、

人
と
し
て
の
心
を
磨
く
教
育

も
存
在
す
る
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
間
の

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
環
境
の
中

で
自
分
の
身
を
ど
う
お
く
の

か
模
索
し
、
人
と
の
関
わ
り

方
を
、
身
に
付
け
て
い
き
ま

す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

た
く
さ
ん
の
人
の
存
在
の
中

で
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
自
己

肯
定
感
が
養
わ
れ
て
い
き
ま

す
。
よ
く
「
人
は
一
人
で
生

き
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
分
を
取
り
巻
く
多
く
の
人

の
存
在
を
認
め
、「
周
囲
の

人
と
共
に
生
き
る
」「
人
に

よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
」

そ
う
い
っ
た
思
い
と
い
う
も

の
が
必
要
だ
と
思
う
の
で

平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）
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す
。

　
仮
に
自
学
、
共
学
、
公
学

と
い
う
ふ
う
に
名
付
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
自
ら
学
び
、
地

域
で
学
び
、
そ
し
て
学
校
で

学
ぶ
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
知

徳
体
の
ベ
ー
ス
を
作
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

が
、
人
間
と
し
て
大
切
な
思

い
や
り
の
心
や
人
の
役
に
立

と
う
と
い
う
気
持
ち
を
芽
生

え
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
規

範
意
識
を
欠
い
た
今
の
社

会
、
個
人
主
義
か
ら
人
間
関

係
が
希
薄
に
な
っ
た
今
の
社

会
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
将
来
の
平
生
町
を
背
負
っ

て
い
く
若
者
が
、
教
育
の
自

助
・
共
助
・
公
助
に
よ
り
、

立
派
に
育
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

『防災士』の資格を取ってみませんか！
～防災士資格取得補助金制度のご案内～

　平生町では、防災士を各地域に配置し育成するため、
防災士資格取得補助制度を平成 24 年度から実施して
いますので、ぜひご活用ください。
　多くの防災士が誕生し、地域の防災リーダーとして
自治会での防災訓練のサポートやアドバイスを行うな
ど、地域の防災力向上にご活躍されることを期待して
います。

※	制度の詳しい内容や県内の資格取得講習日程など、
詳しくは町役場総務課まで
お問い合わせください。

 一般的な防災士資格取得方法とその経費
●防災士研修センターでの受講取得
経費合計　　61,000 円（税込み）
補助金額　　30,500 円
自己負担額　30,500 円

●宇部市人づくり講座での受講取得
（講習日：10月 19 日、20 日、11 月 16 日、17 日）
経費合計　　31,000 円（税込み）
補助金額　　15,500 円
自己負担額　15,500 円

■申込み・問合せ先
　町役場総務課 地域安全班
　☎（５６）７１１１

防災士資格取得補助金制度
●対象　町内在住者
●補助金額　資格取得に係る経費の１／２
●申込期限　９月 30 日㈪

 防災士とは
　特定非営利活動法人「日本防災士機構」が認定す
る民間資格で、その役割は大きく３つです。
1 災害時の、公的支援が到着するまでの被害の拡大

の軽減
2 災害発生後の被災者支援の活動
3 平常時の防災意識の啓発、自助、共助活動の訓練
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

　
毎
年
こ
の
時
期
に
、
東
京
か
ら

数
名
の
友
人
が
こ
の
平
生
を
訪
ね

て
く
れ
ま
す
。
約
１
週
間
、
わ
が

家
に
滞
在
し
、
田
舎
の
豊
か
な
自

然
と
人
情
を
満
喫
し
て
帰
っ
て
い

く
の
で
す
。そ
の
彼
ら
が
今
回
は
、

殊
勝
な
こ
と
に
、「
伊
勢
神
宮
」

を
経
由
し
て
来
て
、「
出
雲
大
社
」

回
り
で
帰
り
ま
し
た
。

　
と
い
う
の
も
、
今
年
は
奇
し
く

も
、
こ
の
日
本
を
代
表
す
る
二
大

神
社
の
「
遷
宮
」
が
重
な
る
歴
史

的
な
年
だ
か
ら
で
す
。「
遷
宮
」

と
は
、
神
様
が
常
に
み
ず
み
ず
し

く
清
浄
で
あ
る
よ
う
に
と
、
定
期

的
に
建
て
替
え
た
り
、
改
修
し
た

上
で
新
し
い
社
殿
に
移
っ
て
も
ら

う
祭
事
の
こ
と
で
す
。

　

伊
勢
神
宮
は
20
年
に
一
度
の

『
式
年
遷
宮
』
で
す
。
天あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神

を
祀ま

つ

る
内
宮
を
は
じ
め
、
神
々
の

社
殿
を
造
り
替
え
、
す
べ
て
を
一

新
す
る
も
の
で
、
８
年
が
か
り
で

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
縁
結
び
の
神
の
大お

お
く
に
ぬ
し
の

国
主

命み
こ
と

を
祀
る
出
雲
大
社
は
60
年
ぶ
り

の
大
規
模
改
修
に
よ
る
『
平
成
の

大
遷
宮
』
で
す
。

　
従
っ
て
、伊
勢
神
宮
が“
お
引
っ

越
し
”
な
ら
出
雲
大
社
は
“
リ

フ
ォ
ー
ム
”
に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
と
言
え
ま
す
。

　
こ
う
し
て
今
年
は
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
た
神
様
か
ら
大
き
な
パ

ワ
ー
が
い
た
だ
け
る
と
あ
っ
て
、

参
拝
客
も
急
増
、
近
頃
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
若
い
女
性
を
中

心
に
、
神
秘
的
な
現
象
へ
の
憧
れ

や
興
味
も
手
伝
っ
て
、
神
話
や
伝

説
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
巡
り
が
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
不
安
な
気
分
や
閉
塞
感

が
漂
う
中
で
、
心
身
が
癒
さ
れ
、

健
康
や
元
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧

い
て
き
て
、
そ
れ
が
前
向
き
な
生

き
方
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
も
、
た
ま
に
は
身
近
な

史
跡
や
鎮
守
の
杜
、
古
刹
な
ど
に

足
を
運
び
、
自
分
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
静
寂
に
包
ま
れ
た

非
日
常
の
空
間
で
、
深
呼
吸
す
る

だ
け
で
雑
念
が
消
え
、
心
が
安
ら

ぎ
、
気
持
ち
が
リ
セ
ッ
ト
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
同
時
に
、“
ふ
る
里
の
魅
力
”

再
発
見
に
も
な
る
は
ず
で
す
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
繰
り
返

さ
れ
る
遷
宮
は
、今
風
に
言
え
ば
、

「
循
環
」
に
よ
る
「
再
生
」
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
今
年
は

史
上
ま
れ
な
“
ダ
ブ
ル
遷
宮
”
の

年
。
今
、
二
つ
の
大
き
な
波
動
が

一
つ
に
な
っ
て
、
日
本
人
の
精
神

文
化
の
再
生
と
新
し
い
時
代
へ
の

変
化
が
始
ま
る
予
感
が
し
て
い
ま

す
。

“
ダ
ブ
ル
遷
宮
”
年

No.134
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乳幼児用・ひとり親家庭用

福祉医療費受給者証
交付（更新）申請について

　町では、乳幼児とひとり親家庭を対
象に、保険適用医療費の自己負担額を
助成しています。
  次の要件に該当し、現在受給者証の
交付を受けていない人は、申請手続き
をしてください。
　また、すでに受給者証をお持ちの人
は、有効期間が７月末日で満了となり
ますので、更新手続きを行ってくださ
い。

　本町では、山口県が実施している
一部負担金の導入は行なっていませ
ん。（医療機関での保険適用医療費
の支払いはありません。）

 乳幼児用
●対象者
小学校就学前の子ども
●所得制限
父母の平成25年度町民税所得割額（税
額控除前）の合計が136,700円以下

 ひとり親家庭用
●対象者
①18歳（高校卒業）までの子どもを
養育する父子・母子家庭の父・母およ
びその子ども　②父母のいない18歳

（高校卒業）までの子ども
●所得制限
平成25年度町民税所得割額非課税世
帯

 共通事項
●申請期間
７月22日㈪～31日㈬
 （新規申請は随時受付）
●申請場所
町役場健康福祉課
佐賀出張所（更新申請のみ）
●持参物
印章、健康保険証、被扶養者確認票、
旧受給者証（更新の場合）
※平成25年度町民税額を本町で確認
できない場合は、税額を証明する書類

 ■問合せ先
　町役場健康福祉課
　☎（５６）７１１５
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平生町『ひろげよう男と女』連絡協議会

総会および講演会開催
　６月８日、平生町勤労青少年ホームで、平生町

『ひろげよう男と女』連絡協議会の総会および講演
会が行われました。
　「デートＤＶって何？」と題した講演会では、周
南人権擁護委員協議会 光市人権擁護委員の山根政
子さんを講師に迎え、参加者はＤＶ（配偶者から
の暴力）とデートＤＶについて学びました。

長～い巻きずしに挑戦！
　６月 16 日、平生町子ども会育成連絡協議会主
催の「子ども会そうさく活動」が、町保健センタ
ーで行われました。
　参加した約 40 人の子どもたちがチャレンジし
たのは、のり 50 枚、米３升半を使用した長～い
巻きずし。ブルーベリーで色付けした酢飯の上に、
卵やキュウリなどを載せ、かけ声に合わせて一斉
に巻いていきました。息の合った動きで途切れる
ことなく完成し、その長さは 12m に達しました。

田植え体験と田んぼアート
　６月 10 日、平生中央児童館横のほ場で、「田ん
ぼアートと田植え体験」が行われました。
　参加した児童たちは、慣れない作業に悪戦苦闘
しながらも、田んぼアートの下書きに沿ってしっ
かりと苗を植えていました。

△ ▽保健センターの指導室とロ
ビーをまたぎ、長机７台を連ね
ての作業となりました。

商工会青年部“絆”感謝運動
　６月 10 日、平生町商工会青年部のみなさんが、
全国統一事業「“絆”感謝運動」を実施しました。
　この運動は地域との絆をテーマに活動するもの
で、フラワーベルト事業で植栽しているプランタ
ーやその周辺の清掃活動を行いました。

カラオケ同好会発表会♪
　６月 16 日、町武道館で平生町カラオケ同好会
親睦発表会が開催されました。
　町内のカラオケサークル 12 団体が一堂に会し、
日頃の練習の成果を披露するとともに、会員同士
の親睦を図りました。

▽

８
月
頃
に
は
出
穂
し
、
ア
ー
ト

が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
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平生小児童が地域清掃活動
　６月 18 日、平生小学校５年生の児童が総合学
習の一環として、自分たちが住む地域にそれぞれ
分かれ、清掃活動を行いました。
　事前に、地域の方々の参加を呼びかける手作り
ポスターを公共施設などに掲示しており、中央公
民館付近では、参加された地域の方々と協力して
ごみ拾いや花壇の草ひきなどを行っていました。

山口県スポーツ少年団指導者協議会
大田眞さんが会長に就任

　山口県スポーツ少年団指導者協議会の会長に、
平生町スポーツ少年団本部長の大田眞さんが就任
されました。
　同協議会は、スポーツを通じた青少年の健全育
成を目的とし、スポーツ少年団の指導者の連帯と
指導力の向上を図るために、昭
和 56 年に結成されたものです。
このたびの大田会長の就任に伴
い、県内および平生町におけるス
ポーツ少年団活動のますますの
発展が期待されます。

きてみて！ひらおの会
　「きてみて！ひらおの会」主催のさまざまな体験
教室が開かれました。
　６月９日には松尾さん方（小郡）で、石窯を使
った「ピッツァ手作り体験」、６月 23 日・30 日
には、中本農園（大野南）で、もぎたての甘い完
熟トマトを収穫する「トマトの収穫体験」が行われ、
町内外から多くの方々が参加しました。

大野公民館自然体験学習
　６月９日、自然体験学
習が大野公民館で行わ
れ、大野地区の児童たち
が多くの地域の方々と
ともに、いもの苗の植え
付けを行いました。

秋の収穫が楽しみです！
各地でいもの苗の植え付け

佐賀やぶ地区が園児を招待
　６月 25 日、佐賀やぶ
地区のみなさんが、佐賀
保育園の園児たちを招
待し、同地区のほ場でい
もの苗の植え付けを行
いました。

　　　　スポーツ少年団顕彰
　平生剣道スポーツ少年団の平田隆浩さんが、平成 24
年度山口県スポーツ少年団顕彰指導者表彰を受賞され
ました。
　平田さんは、平成４年から現
在に至るまで長きにわたり、団
員の指導に尽力されるととも
に、ご自身も競技者としてご活
躍されています。スポ少と学校
が連携した活動を推進していく
とともに、息の長い剣道家を育
てていきたいと、今後の抱負を
語ってくれました。

　　　　食推協議会会長表彰
　平生町食生活改善推進員の西山喜美恵さんが、山口
県食生活改善推進協議会会長表
彰を受賞されました。
　西山さんは、食生活改善推進
員として長年にわたり地域の食
生活改善の活動に従事し、住民
の食生活への関心を高めること
で健康づくりに貢献されてきま
した。これらの功績が認められ
ての、このたびの受賞です。

表 彰 表 彰

▽

「
ト
マ
ト
の
収
穫
体
験
（
６
月

23
日
）」
あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に

感
激
し
ま
し
た
！　
と
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。
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熱
中
症
は
予
防
で
き
ま
す
！

　
熱
中
症
の
発
生
は
７
～
８
月
が

ピ
ー
ク
で
、
屋
外
だ
け
で
な
く
、

室
内
で
特
に
何
も
し
て
い
な
く
て

も
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
急
に
暑
く
な
っ
た
日
な

ど
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
お

互
い
に
声
を
か
け
合
い
、
夏
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は

　
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
り
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま

く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体
内

に
熱
が
た
ま
り
、
筋
肉
痛
や
大
量

の
発
汗
、
さ
ら
に
は
吐
き
気
や
体

の
だ
る
さ
、
頭
痛
な
ど
の
症
状
が

現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障
害

な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防

●
水
分
、
塩
分
補
給

　

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
。

の
ど
が
渇
く
前
に
飲
む
。
た
く
さ

ん
汗
を
か
い
た
ら
、
塩
分
も
補
給

す
る
。

●
室
内
環
境
を
整
え
る

　

日
差
し
を
遮
り
、
風
を
通
す
。

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
使

う
。涼
し
い
寝
具
や
衣
服
の
工
夫
。

●
外
出
時
の
注
意

　
日
傘
や
帽
子
の
着
用
。
こ
ま
め

な
休
憩
。
日
陰
を
選
ぶ
。
通
気
性

の
良
い
吸
湿
・
速
乾
の
服
を
着
る
。

暑
い
日
や
時
間
帯
を
意
識
し
て
行

動
す
る
。

●
体
調
を
整
え
る

　
し
っ
か
り
睡
眠
を
と
る
。
朝
食

を
抜
か
な
い
。
屋
外
で
暑
さ
や
疲

れ
を
感
じ
た
ら
、
涼
し
い
場
所
で

休
息
す
る
。自
分
の
体
調
を
知
る
。

夏
風
邪
、
二
日
酔
い
の
と
き
は
要

注
意
。
普
段
か
ら
軽
く
汗
を
か
く

習
慣
づ
く
り
も
大
切
。

●
声
を
か
け
合
う

　
家
庭
や
職
場
、
ご
近
所
で
声
を

か
け
合
い
、
お
互
い
に
気
を
配
る

こ
と
で
熱
中
症
の
発
生
を
予
防
で

き
ま
す
。
高
齢
者
、
障
害
者
、
子

ど
も
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。熱

中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を

み
か
け
た
ら

① 

涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

② 

衣
服
を
脱
が
せ
、
か
ら
だ
を

冷
や
す

③ 

水
分
、
塩
分
を
補
給
す
る

④ 

自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、
意

識
が
な
い
場
合
は
直
ち
に
救
急

車
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
！

No.625

　豆腐が入っているので、柔らかくてジューシー。
ヘルシーなのにボリュームたっぷりです。甘辛い
たれが決め手で、お弁当にもピッタリです。

《材　料》　４人分

《作り方》

豆腐入り鶏つくね照り焼き

① 豆腐は軽く水きりをする。Ａは混ぜておく。
② ボウルにひき肉と豆腐、卵、ねぎ、片栗粉を入

れてよく混ぜ一口大に丸める。
③ フライパンにサラダ油を中火で熱し、②を並べ

て両面を焼く。しっかり焼き色がついたらＡを回
し入れ、強火にして汁気がなくなるまで煮絡める。

鶏ひき肉　　　　300ｇ
木綿豆腐　　　　1/4丁
卵　　　　　　　　１個
ねぎのみじん切り

　大さじ３

広報ひらお平成25年７月号

子宮頸がん予防ワクチンの
接種について

～積極的勧奨の一時差し控え～
　子宮頸がん予防ワクチンは平成 25年４月１日
から定期接種の対象となっており、中学１年生か
ら高校１年生までの女子は無料で接種することが
できます。
　しかし、副反応の報告が相次ぎ、原因が判明し
ていないことから積極的勧奨を一時差し控えるこ
ととなりました。
　ただし、接種を希望される場合は定期接種とし
て無料で接種することができますので、予防接種
説明書をよく読み、ワクチンの有効性と副反応に
ついて十分に理解した上で受けるようにしてくだ
さい。
　なお、副反応に伴う治療が必要になったり、後
遺症が残ったりした場合は救済制度がありますの
で、給付申請の必要がある場合は速やかに接種し
た医師や町保健センターへご相談ください。
■問合せ先
　町保健センター　☎（５６）７１４１

片栗粉　　　　小さじ２
サラダ油　　　小さじ２
 Ａ
しょうゆ 　　大さじ２
みりん　 　　大さじ３
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.212
　

い
ざ
火
災
が
起
こ
っ
た
と
き
、

火
を
消
す
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

消
火
活
動
に
携
わ
り
ま
す
。
平
生

町
消
防
団
（
以
下
消
防
団
）
は
柳

井
広
域
消
防
本
部
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
や
日
頃
か
ら
の
訓

練
を
活
か
し
、
火
災
現
場
の
第
一

線
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て
消
火

や
救
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
歴
史
は
古
く
、
明
治

時
代
に
は
「
消
防
組
」
と
呼
ば
れ

る
組
織
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
、

昭
和
22
年
の
消
防
団
令
の
公
布
や

消
防
組
織
法
（
以
下
法
）
の
制
定

を
背
景
に
、
旧
平
生
町
、
大
野
村
、

曽
根
村
、
佐
賀
村
で
消
防
団
設
置

条
例
が
施
行
。
そ
の
後
、
昭
和
30

年
の
町
村
合
併
に
伴
い
、
現
在
の

消
防
団
が
発
足
し

ま
し
た
。
法
に
は

「
市
町
村
は
、
そ

の
区
域
に
お
け

る
消
防
を
十
分

に
果
た
す
べ

き
責
任
を
有

す
る
」
と
う

た
わ
れ
て

お
り
、
消
防
団
は
地
域
の
消
防
を

担
う
重
要
な
組
織
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
団
長
や
副
団
長
を

は
じ
め
と
し
て
、
本
部
と
九
つ
の

分
団
で
構
成
さ
れ
、
４
月
１
日
現

在
２
０
１
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
各
分
団
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元

の
地
域
を
管
轄
し
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
火
災
が
起
き
た
と
き
は
他

の
地
域
で
も
駆
け
つ
け
て
消
火
活

動
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
自

分
た
ち
の
住
む
町
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
自
助
共
助
の
精

神
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
消
防
団
の
活
動
は
、
火
災
の
と

き
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
方

不
明
者
の
捜
索
や
防
火
パ
ト
ロ
ー

ル
、
消
火
施
設
の
見
回
り
と
と
も

に
、
防
火
に
対
す
る
啓
発
活
動
な

ど
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
訓

練
へ
の
参
加
や
大
雨
時
の
水
防
活

動
な
ど
、
防
災
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
消
防
団
は
地
域

の
消
防
防
災
を
担
う
存
在
で
あ

り
、「
火
災
を
な
く
そ
う
」「
地
域

を
良
く
し
よ
う
」
と
い
う
思
い
を

強
く
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
思
い

が
、
地
域
と
の
絆
を
深
め
て

い
く
と
同
時
に
、
い
ざ
火
災
や
災

害
が
起
き
た
と
き
に
被
害
を
最
小

限
に
お
さ
え
る
た
め
の
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
火
災
は
、
自
分
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
と
い
う
思
い
込
み
や
、
火
の
後

始
末
を
う
っ
か
り
忘
れ
る
な
ど
、

不
注
意
が
原
因
で
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
火
災
防
止
へ
の
心
掛
け

が
、
消
防
団
に
と
っ
て
何
よ
り
の

支
援
で
す
。
そ
の
支
援
に
応
え
、

地
域
に
住
む
み
な
さ
ん
が
、
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
は
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

　
町
役
場
総
務
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

火
災
・
災
害
か
ら
地
域
を
守
る

平
生
町
消
防
団

７月…22日㈪、29日㈪、31日（水／月末整理日）
８月…５日㈪、12日㈪

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分図書館

だより

ソウルメイト
馳 星周 著

流転の魔女
楊 逸 著

若き日に薔薇を摘め
瀬戸内 寂聴 著

車いす・片マヒの人もいっしょにできる高齢
者のレクリエーション　三浦 一朗 著

～読書感想文・読書感想画の本が入りましたのでご利用ください～

はいチーズ
長谷川 義史 作

妖怪食堂
広瀬 克也 作

たなばたさまきららきらら
長野 ヒデ子 作・絵

水泳のコツ大研究
後藤 真二 監修

アサギをよぶ声
森川 成美 作

「モラル・ハラスメント」のすべて　
本田 りえ、露木 肇子 著

　図書の一部を紹介します。

《児童書》

《一般書》

『家族の認知症に気づいて支える本』
斎藤 正彦 監修（小学館）

　認知症患者を理解し、支えるための
入門書。認知症患者はどのような気持
ちでいるのか、適切にサポートするに
はどうしたらいいの
かを、症状の初期・
前期 ･ 中期 ･ 後期ご
とに解説。病院の探
し方や介護の工夫な
ども紹介する。

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス

平成25年７月号 広報ひらお
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警察官・警察事務職員の募集　平成25年度の採用試験が、次のとおり行われます。

（平成25年「交通安全年間スローガン」）

　平成24年度に全国の消費生活センターに寄せられた相談の中で
も、アダルト情報サイトに関する相談は、
最も多くなっています。
　自分で「無料」という言葉を入れて検索
したからといって、必ずしも無料とは限ら
ず、相談のように料金を請求されることが
あります。
　また、最近では、スマートフォンの「公式マーケット」でダウン
ロードした無料アプリでも、料金を請求されたというトラブルも寄
せられていますので、アダルトサイトへのアクセスや、無料アプリ
のダウンロードを安易にしないようにしましょう。

◆ ◇ ワ ン ポ イ ン ト ◇ ◆

アダルト情報サイトのトラブルについて
　スマートフォンのアダルト情報サイトから、動画再生の無料
アプリをダウンロードする際に、年齢認証画面をクリックした
ところ、料金の請求画面が表示されました。
　有料で契約するつもりはなかったのですが、支払わなければ
ならないのでしょうか。

相　

談

　契約は成立していないので、請求画面が表示されても、あわ
てて事業者に連絡をとったり、支払いをせず、静観または無視
しましょう。

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 ベルトした？　みんなしたよが　合言葉

広報ひらお平成25年７月号

区　分 受験資格 第１次試験日

①警察官 (A)
　（第２回）

◇昭和 55 年４月２日以降に生まれ
た人

◇４年制以上の大学卒業者（見込含）
９月22日㈰

②警察官 (B)

◇昭和 55 年４月２日から平成８年
４月１日までに生まれた人

◇４年制以上の大学卒業者（見込含）
以外の人

③警察事務職員
　( 高卒程度 )

◇平成４年４月２日から平成８年４
月１日までに生まれた人

◇４年制以上の大学卒業者（見込含）
以外の人

９月29日㈰

④身障者選考
（警察事務）

◇昭和 59 年４月２日から平成８年
４月１日までに生まれた人

◇障害の程度が１級～４級の人
９月28日㈯

●受付期間
　７月 12 日㈮～８月 30 日㈮
　受験案内・申込書は、柳井警察署、交番・
駐在所で受け取ることができます。
　詳細は、下記問合せ先または山口県人
事委員会事務局ホームページでご確認く
ださい。

■問合せ先
　柳井警察署
　☎ ( ２３) ０１１０
　警察本部警務課
　☎０８３( ９３３) ０１１０
　山口県人事委員会事務局ホームページ

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/
cms/a33000/shiken/saiyo-joho.html
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山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）
こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

受付時間
毎日 午後７時〜11時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）
内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：７月20日㈯　午前10時〜12時
内容：血圧測定、体重 ･ 体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児 ･ 育児相談など

山口県看護協会柳井支部「まちの保健室」
月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（５月）資料：柳井地区広域消防組合 （５月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 3 0 3 259 管　内 25 131 0 33
平生町内 1 0 1 35 平生町内 4 18 0 4

休 日 や 平 日 夜 間 の 医 療 案 内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇応急的診療であり、専門的な診療ではありません。

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始

（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ

りません

午前９時～ 12 時
（午前11時30分まで）
午後１時～５時
（午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10 時
（午後９時 30 分まで）

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　８月14日㈬	 ９：00〜10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　８月14日㈬	 10：00〜10：30
●ＨＴＬＶ－１抗体検査《要予約（前日まで）》
　８月14日㈬	 10：30〜11：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　８月14日㈬	 14：00〜16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　８月23日㈮	 10：00〜15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　８月20日㈫	 13：00〜14：00

まちの人口
５月31 日現在
住民基本台帳記載人口

（　）：前月対比

世帯数 5,681 世帯（ － 8 ）
人　口 12,916 人 （ － 25 ）
うち男 6,124 人 （ － 15 ）

女 6,792 人 （ － 10 ）

〔ミュージックチャイムの曲名〕　 ６：00　われは海の子　 12：00　平生町の歌　 17：00　夕やけこやけ

平成25年７月号 広報ひらお

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守
◆相談日 毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
◆相談員 人権擁護委員、行政相談委員
◆相談内容 人権に関わる悩みや困りごと、行政全般に

ついての苦情、相談並びに意見や要望などについて

次回は
 ８
　 19月

☆ 完 納 で 育 て よ う 明 る い 平 生 町 ☆

今月の納税【７月】 納期限７月 31 日

固定資産税　　　　　　第２期
国民健康保険税　　　　第１期
介護保険料　　　　　　第１期
後期高齢者医療保険料　第１期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問
合
せ
先

税務課【町税】　　　　　　　　 ☎（５６）７１１４
健康福祉課【介護保険料】　　　 ☎（５６）７１１５
町民課【後期高齢者医療保険料】 ☎（５６）７１１３

　６月にインド北部で発生した大雨による洪水等の
甚大な被害に対し、現地の救援・復興支援活動を支
援するため、次のとおり救援金の受付を開始しまし
た。皆様のご協力をお願いいたします。

※通信欄に「2013インド洪水災害」と明記してください。
※郵便局窓口での取扱いの場合、振替手数料は免除されます。
※受領証の発行を希望される人は通信欄に「受領証希望」
と明記の上、氏名・住所・電話番号を記載してください。

■ 2013年インド洪水災害救援金（９月24日㈫まで）
【受付口座】郵便局・ゆうちょ銀行
　口座番号：００１１０－２－５６０６
　加入者名：日本赤十字社

インド洪水災害救援金日本赤十字社
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

●
受
付
期
間

【
推
薦
】
９
月
13
日
㈮
～
27
日
㈮

【
一
般
】［
１
次
］
11
月
１
日
㈮
～
15

日
㈮　
［
２
次
］
平
成
26
年
１
月
６
日

㈪
～
２
月
７
日
㈮

□問
□申
柳
井
農
林
事
務
所
農
業
部

　
☎
（
２
５
）
３
２
９
３

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
の
お
願
い

　

厚
生
労
働
省
と
山
口
県
で
は
、
常

用
労
働
者
数
１
～
４
人
の
事
業
所
を

対
象
に
、
給
与
・
労
働
時
間
・
雇
用

な
ど
の
調
査
を
７
月
31
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

　

調
査
員
が
７
月
下
旬
か
ら
８
月
に

か
け
て
、
対
象
地
区
内
の
事
業
所
へ

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
地
区　

大
野
北
、
大
野
南
、

曽
根　
各
地
区
の
一
部

□問
県
統
計
分
析
課
商
工
労
働
統
計
班

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
６
５
４

18
歳
未
満
の
雇
用
に
つ
い
て

　

事
業
者
が
18
歳
未
満
の
人
を
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
雇
用
し
、
仕
事
を
さ

せ
る
と
き
に
は
、
労
働
基
準
法
に
よ

り
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
義
務
、

時
間
外
・
休
日
労
働
の
禁
止
な
ど
の

規
定
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
下
松
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
１
７
８
０

生
ま
れ
た
人　

②
採
用
後
に
柳
井

市
、
周
防
大
島
町
、
上
関
町
、
平
生

町
に
原
則
と
し
て
居
住
で
き
る
人

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
22
日
㈰

●
受
付
期
間　

７
月
12
日
㈮
〜
８
月

９
日
㈮
（
期
間
内
消
印
有
効
）

□問
□申
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合 

消
防

本
部
総
務
課

　
昼
間
☎
（
２
３
）
７
７
７
２

　
夜
間
・
休
日
☎
（
２
２
）
０
０
４
０

刑
務
官
募
集

●
受
験
資
格

【
刑
務
Ａ
、
刑
務
Ａ
（
武
道
）】
昭
和

59
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
子

【
刑
務
Ｂ
、
刑
務
Ｂ
（
武
道
）】
同
右

の
女
子

【
刑
務
Ａ
（
社
会
人
）】
昭
和
48
年
４

月
２
日
～
昭
和
59
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
子

【
刑
務
Ｂ
（
社
会
人
）】
同
右
の
女
子

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
22
日
㈰

●
受
付
期
間 

７
月
23
日
㈫
～
31
日
㈬

□問
□申
岩
国
刑
務
所
庶
務
課

　
☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
３
６

県
立
農
業
大
学
校

学
生
募
集

●
募
集
学
科
・
定
員

　
園
芸
学
科
25
人
、
畜
産
学
科
15
人

●
受
験
資
格　

高
卒
程
度
以
上
の
学

力
を
有
す
る
人

●
試
験
日

【
推
薦
】
10
月
23
日
㈬

【
一
般
】［
１
次
］
12
月
４
日
㈬　
［
２

次
］
平
成
26
年
２
月
19
日
㈬

平
生
町
職
員
募
集

●
職
種　
行
政

●
職
務
内
容　

一
般
事
務

●
採
用
予
定
人
員　
若
干
名

●
主
な
受
験
資
格　

高
卒
以
上
（
平

成
26
年
３
月
卒
業
見
込
含
）
で
、
昭

和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
試
験
日
・
内
容

【
第
１
次
試
験
】
９
月
22
日
㈰　
基
礎

能
力
試
験
、
事
務
能
力
試
験
、
作
文

試
験
、
適
性
検
査

【
第
２
次
試
験
】
10
月
下
旬
（
予
定
）

　
口
述
試
験

●
試
験
場
所　
町
役
場

●
申
込
方
法　

町
役
場
総
務
課
備
え

付
け
ま
た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に

返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
、
80
円
切

手
貼
付
）
を
添
え
、
持
参
ま
た
は
郵

送
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
、
封
筒
の
表
に
「
受

験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き
し
簡
易

書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

７
月
16
日
㈫
〜
８
月

９
日
㈮
（
期
間
内
消
印
有
効
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
書
と
と

も
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
受
験
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□問
□申
町
役
場
総
務
課 

庶
務
人
事
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

自
衛
官
等
募
集

●
募
集
種
目

①
航
空
学
生
（
海
・
空
）

②
一
般
曹
候
補
生

③
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

●
応
募
資
格　

①
21
歳
未
満
で
高
卒

（
見
込
含
） 

②
③
18
歳
以
上
27
歳
未

満●
受
付
期
間　

①
②
③
８
月
１
日
㈭

～
９
月
６
日
㈮

□問
□申
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
柳

井
地
域
事
務
所

　
☎
（
２
２
）
８
１
９
９

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
募
集

●
職
種　
消
防
吏
員

●
採
用
予
定
人
員　
５
名
程
度

●
主
な
受
験
資
格　

①
高
卒
（
平
成

26
年
３
月
卒
業
見
込
含
）
程
度
以
上

の
学
力
を
有
し
、
平
成
２
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

広報ひらお平成25年７月号

お
知
ら
せ
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＜ 以下は広告欄です ＞

島
ス
ク
エ
ア 

次
世
代
育
成
講
座

◇
次
世
代
起
業
集
中
講
座

●
日
時　

８
月
８
日
㈭
、
16
日
㈮
、

21
日
㈬
、
24
日
㈯　

各
日
午
前
９
時

50
分
～
午
後
３
時
50
分
（
24
日
は
午

後
１
時
30
分
ま
で
）

●
対
象　
高
校
生
、高
専
生
15
人
（
グ

ル
ー
プ
参
加
可
）

●
内
容　
「
起
業
を
考
え
る
」

●
申
込
期
限　
７
月
26
日
㈮

◇
親
子
発
明
工
作
教
室

●
日
時　

８
月
20
日
㈫　

午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分

●
対
象　

小
学
生
（
定
員
40
人
）
と

そ
の
保
護
者

●
内
容　
「
く
だ
も
の
電
池
」

●
申
込
期
限　
７
月
19
日
㈮

◇
共
通
事
項

●
会
場　
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

●
受
講
料　
無
料

□問
□申
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
島
ス

ク
エ
ア
次
世
代
育
成
講
座

　
☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
５
２
４

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
保
障
の

た
め
、
厚
生
労
働
省
の
定
め
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
た
、
要
約
筆
記

者
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。【
手

書
き
コ
ー
ス
・
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
】

●
日
時　

９
月
７
日
㈯
～
平
成
26
年

１
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
５

時
（
全
14
回
）

●
場
所　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
）

●
申
込
期
間 

８
月
５
日
㈪
～
19
日

㈪□問
□申
岩
国
短
期
大
学
総
務
課

　
☎
０
８
２
７
（
３
１
）
８
１
４
１

安
全
衛
生
講
習
会

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）【
学
科
】
８
月
20
日

㈫
、21
日
㈬
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）　
【
実

技
】
８
月
22
日
㈭
～
24
日
㈯
の
内
１

日
（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉
鶴
工
場
）

●
申
込
期
限　
８
月
９
日
㈮

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

●
日
程
（
場
所
）【
学
科
】
８
月
27
日

㈫
、
28
日
㈬
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）

●
申
込
期
限　
８
月
９
日
㈮

□問
□申
（
一
社
）
山
口
県
労
働
基
準
協

会
下
松
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

多
重
債
務
・
相
続
登
記
等

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時　

８
月
３
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容　

多
重
債
務
問
題
や
相

続
問
題
で
お
困
り
の
人
に
、
手
続
き

の
説
明
や
司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介

な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

□問
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　
相
談
会
担
当
：
石
丸

　
☎
０
８
３
４
（
３
２
）
９
８
６
１

講
座
・
講
習

相
　
　
談

平成25年７月号 広報ひらお

●
対
象　

県
内
在
住
で
習
得
に
熱
意

の
あ
る
人

●
定
員
／
受
講
料　
20
人
／
無
料（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
要
）

●
募
集
期
限　
８
月
13
日
㈫

□問
□申
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
（
９
８
５
）
０
６
１
１

 

ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム

●
日
時　

７
月
21
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　
防
府
総
合
庁
舎
（
防
府
市
）

●
演
題
「
ひ
き
こ
も
る
若
者
に
よ
り

そ
っ
て
み
え
て
き
た
も
の
」

●
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
フ
ェ
イ
ス 

谷
口

仁
史 

代
表
理
事

●
そ
の
他　
入
場
無
料
・
申
込
不
要

□問
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
５
（
２
７
）
３
４
８
０

岩
国
短
期
大
学

生
涯
学
習
公
開
講
座

●
講
座
内
容
／
開
校
曜
日
／
定
員

①
ず
っ
と
英
語
で
喋
り
ま
し
ょ
う
！

（
中
級
）
／
火
曜
日
／
15
人

②
大
人
の
た
め
の
学
び
直
し
の
や
さ

し
い
英
文
法[R

om
an　

H
oliday

か
ら]

／
水
曜
日
／
15
人

③
「
ゆ
る
体
操
」
で
い
き
い
き
と
過

ご
そ
う
／
木
曜
日
／
20
人

●
開
講
期
間　
10
月
～
12
月

●
受
講
資
格　
原
則
20
歳
以
上
の
人

●
会
場　
岩
国
短
期
大
学

●
時
間　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

●
受
講
料　
１
講
座
７
０
０
０
円

　防長交通の一般路線バスにおいて、夏休み期間
中、全区間１乗車につき50円で
乗車できる運賃割引キャンペー
ンを実施します。

●期間　７月20日㈯～８月31日㈯
●対象者　小学生以下

※１歳未満は無賃。１歳以上６歳未満は、同伴
者（６歳以上）１人につき１人が無賃。

●対象路線　防長交通が運行する路線バス全線
※高速バスなどは対象外です。

●利用条件　現金でお支払いの場合のみ
※各種割引との併用はできません。また、バス

カード・回数券での乗車は対象となりません。
■問合せ先
　防長交通㈱ 平生営業所　☎（５６）５１００

　こども５０えんバス
どこまで乗っても１乗車５０円！

夏休み
キャンペーン
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《７月16日〜８月15日》

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

16 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

17 こころの健康相談・いこいの場（13:30 ／保健センター）
(水)

18
(木)

19 幼稚園、小・中学校終業式
朗読ボランティアつゆくさの会 (10:00 ／平生図書館）
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(金)

20
体育館開放日 ( 午前中 )
ラジオ体操会（6:20／佐賀公民館、7:00／曽根公民館）
古文書輪読会（9：45/ 平生図書館）
おはなし会（14：00/ 平生図書館）(土)

21 第 23 回参議院議員通常選挙 投開票日
(日)

22 保健センター開放日 (13:00)
(月)

23
(火)

24 押し花のしおり作り（9:00 ／曽根公民館）
(水)

25 １歳６か月児健診 (13:00 ／保健センター )
(木)

26 きり絵教室（9:30 ／佐賀公民館）
離乳食学級 (9:30 ／保健センター )(金)

27 体育館開放日 ( 午前中 )
(土)

28 キッズサッカー教室 in 平生（9:30 ／スポレク公園）
三世代ふれあいかかしづくり（9:00 ／勤労青少年ホーム）(日)

29
(月)

30
(火)

31
(水)

1 スケッチ会（9:00 ／佐賀公民館）
(木)

2
(金)

3 体育館開放日 ( 午前中 )
ひらお十七夜まつり

(17:00 ／中央公民館駐車場付近【花火 20:00 ～】(土)

4 親と子の料理教室（9:30 ／大野公民館）
(日)

5
子ども映画会（10:00 ／佐賀公民館）
日本ジャンボリー地域プログラム
　（11:00 ／阿多田交流館、保健センター）
　（13:00 ／平生小学校、平生中学校）(月)

6 子ども映画会（10:00 ／佐賀公民館）
育児学級 (10:00 ／保健センター )(火)

7 スケッチ会（9:00 ／勤労青少年ホーム）
(水)

8
(木)

9
(金)

10 体育館開放日 ( 午前中 )
盆踊り大会 (19:00 ／曽根地区 )(土)

11 第 38 回夏のふれあい天体観測会（19:30 ／平生小学校）
(日)

12 盆踊り大会 (19:30 ／大野地区 )
(月)

13 盆踊り大会 (19:30 ／やぶ地区 )
(火)

14 親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )
盆踊り大会
(19:00／尾国地区、19:30／竪ヶ浜、田名、佐合地区)(水)

15 盆踊り大会 (19:00 ／宇佐木地区 )
(木)

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

【お盆期間のため８月の相談日を変更しています】
 ８月19 日㈪ 人権行政相談 (10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館 )
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８月３日土  ひらお十七夜まつり開催 イベント　時間：午後５時～９時
　　　　　場所：中央公民館駐車場付近

花　　火　時間：午後８時～
　　　　　打上数：1500発

■問合せ先　ひらお十七夜まつり実行委員会（平生町商工会内）
　　　　　　☎（５６）２２４５


